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自治医科大学心臓血管外科

　冠動脈起始異常は稀な先天奇形で，動脈硬化性病変の有無に関わらず心筋虚血や不
整脈の原因となり得る。冠動脈起始異常の中でも単冠動脈口の頻度はさらに稀とされ
ている。今回，我々は冠動脈起始異常である単冠動脈を伴う大動脈弁輪拡張症に対す
る基部置換術を経験したので報告する。症例は75歳の男性で９年前より高血圧の内服
加療中で，４年前に心エコー検査で大動脈基部拡張症と診断された。半年前から就寝
時の呼吸困難を自覚するようになり手術の方針となった。また術前の冠動脈 CT検査
で冠動脈起始異常として単冠動脈口が確認された。基部置換に際しては起始異常に
伴って大動脈壁内を走行する冠動脈の損傷を回避すべく，大動脈から単冠動脈口を楕
円形に採取し再建した。術中術後経過は順調で，冠動脈 CTにより再建した単冠動脈
口の開存が確認された。

， ，

冠動脈起始異常を伴う大動脈弁輪拡張症に
対する大動脈基部置換術の１例

　冠動脈起始異常を伴う大動脈弁輪拡張症に対
する基部置換術を経験したので若干の文献的考
察を加え報告する。

　 ：75歳，男性
　 ：呼吸困難
　 ：特記事項なし
　 ：20歳時に尿路結石
　 ：９年前より高血圧のため内服加療中
で，４年前に心臓超音波検査で大動脈基部拡張
症と診断された。本人の希望で経過観察されて
いたが，半年前から就寝時の呼吸困難を自覚す
るようになり手術となった。
　 ：身長162cm, 体重59kg。血圧
130/90mmHg，心拍88/分・不整，心尖部を最
強点とする LevineⅡ /Ⅵの拡張期雑音を聴取
した。

　胸部 X線では心胸郭比75%と著明な心拡
大を認めた。心電図では心房細動リズムで左
室肥大の所見を認めた。心エコー検査ではバ
ルサルバ洞̶上行大動脈移行部（sino-tubular 
junction）と大動脈弁輪径の拡大，さらに高度
の大動脈弁閉鎖不全が認められ，左室駆出率は
Simpson法で40％であった。造影検査で選択的
右冠動脈造影は技術的に困難であったが，左冠
動脈造影では左回旋枝から右冠動脈末梢への側
副血行路が確認された。
　冠動脈 CT（図１）では右冠動脈の起始部は
左冠動脈と同部位で右大動脈洞から起始し，左
冠動脈は大動脈と肺動脈との間を走行し，前下
行枝と回旋枝に分枝する Shirani分類のⅡ B2の
冠動脈起始異常と判断した1）。また右冠動脈近
位部には long segmentで75％狭窄が認められ
た。
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て楕円形の carrel patch状に採取した（図２）。

　手術は胸骨正中切開にて行い，上行大動脈送
血，上大静脈・下大静脈脱血にて体外循環を確
立した。中等度低体温法下に電気的心室細動を
誘発して大動脈を遮断して大動脈を切開した。
左右の冠動脈は左右交連部の頭側に隣接し共通
冠動脈口として開口していた。左右の冠動脈に
選択的に心筋保護液を注入し心停止を得て，以
後の心筋保護腋は逆行性に注入した。大動脈弁
は左右冠尖が癒合した２尖弁であり癒合部に呼
応して大動脈壁には交連組織（raphe）が認め
られた。冠動脈は左右とも共通冠動脈口の近位
部は大動脈壁内走行であったため，この部の
損傷を防ぐため通常より横径辺縁を幅広とし

人工血管 Gelweave Valsalva#26と生体弁 CEP　
Magna #23により composite graftを作成し，移
植した。左右の冠動脈は共通冠動脈口をフェル
トなどの補強材を使用することなく人工血管に
端側吻合し再建とした。この際。左右の冠動脈
を可及的に周囲組織から剥離することにより，
可動性を高めて吻合し易くした。また右冠動脈
狭窄に対しては右大腿から大伏在静脈グラフト
を採取し右後下行枝へ吻合し中枢側は人工血管
壁に端側吻合し冠動脈バイパス術とした。術中
術後経過良好であり，術後１週間の超音波検査
で人工弁機能に異常はなく，術後１ヶ月の冠動
脈 CTで冠動脈口部及び静脈グラフトの開存が
確認された（図３）。

　冠動脈奇形には右冠動脈起始異常，左回旋枝
の右方起始，重複右冠動脈，左回旋枝欠損，右
冠動脈欠損，冠動静脈婁，Bland-White-Garland 
syndromeなどが挙げられる。冠動脈奇形の頻
度は0.74%でその中でも右冠動脈の左側起始が
52%と最も多いとの報告がある2）。また単冠動
脈は重篤な心奇形（総動脈幹遺残症，ファロー
四徴症，肺動脈閉鎖症）を合併することもある
が単冠動脈単独の症例も頻度は0.014%と非常
に稀であるが存在する3）。
　冠動脈起始異常に伴い右冠動脈，左冠動脈前
下行枝，回旋枝が大動脈と肺動脈との間を走行
するなど走行異常をきたすことがある。このた

　右冠動脈と左冠動脈は共通口から起始し，左
右に分岐後走行する。また右冠動脈は右房室間
溝で long segmentの狭窄が認められる。

　大動脈壁に沿って走行する冠動脈を損傷しな
いように，通常より冠動脈口辺縁から距離を
保って大動脈壁から採取した。共通口か分枝す
る左右冠動脈分枝直後の走行部は暗色で示す如
く壁内走行であった。
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め動脈硬化性病変の有無に関わらず労作時など
に心筋虚血などの原因となり得る。また冠動脈
異常を有する症例の開心術においては大動脈遮
断の操作，冠灌流の方法，大動脈弁手術といっ
た術中操作に関して冠動脈閉塞・損傷の可能性
があり注意を要する4,5,6）。
　冠動脈起始異常を伴う症例での基部置換術の
報告はこれまでにも報告されているが，いずれ
の冠動脈の再建に工夫がなされている7,8）。冠動
脈起始異常では冠動脈の近位部は大動脈との共
通壁を有し，いわゆる大動脈壁内走行の形とな
る。このため大動脈基部置換術で冠動脈再建に

際して冠動脈口を大動脈壁から採取する際に壁
内走行部を損傷する可能性がある。本症例では
術前の冠動脈 CTで壁内走行が疑われたため，
通常より壁内走行部が疑われる部位は冠動脈口
辺縁から距離を保って大動脈壁から冠動脈口を
採取した（図２）。共通冠動脈口の再建に際し
ては，左右冠動脈を可及的に末梢側を周囲組織
から剥離することにより，吻合操作が容易と
なった。
　また冠動脈奇形症例では本症例のように，し
ばしば選択的冠動脈造影検査が技術的に困難な
場合があるが，冠動脈 CTでは通常の冠動脈造
影検査より立体構造の把握が可能となり，有用
であった9）。

　冠動脈起始異常である単冠動脈口を伴う症例
で大動脈基部置換を行った。術中の冠動脈口採
取や再建には冠動脈の立体構造の把握が可能な
冠動脈 CTが有用であった。
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Division of Cardiovascular Surgery, Jichi Medical University, School of Medicine

Juntaro Shiba，Shin-ichi Ohki，Yuichiro Kaminishi,
and Yoshio Misawa

Aortic root replacement in a patient with annulo-aortic 
ectasia associated with a single coronary orifice

Abstract

　A coronary artery with an abnormal origin is a rare congenital condition that can cause myocardial 

ischemia. The procedure for an aortic root replacement is described for annulo-aortic ectasia with a single 

coronary orifice that was found in a 75-year-old patient by a preoperative coronary CT. The artery orifice 

was carefully harvested to avoid damaging the coronary artery wall that was anastomosed to the aorta. 

Artery reconstruction and the postoperative course were uneventful.
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